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阪神 ・ 淡路大震災10年の1月17日

「災害復興制度研究所」開設
全学共用棟2階 —---

災
害
復
興
制
度

士―一
人
が
犠
牲
に
な
っ
た
兵

庫
県
西
宮
市
の
関
西
学
院
大

学
は
二
十
日、
「
災
害
復
興

制
度
研
究
所」
（
所
長•
宮

原
浩
二
郎
副
学
長）
を
震
災

か
ら
丸
十
年
の
来
年一
月
十i

七
日
に
開
設
す
る
と
発
表
し

た。

／ィ

災
害
復
興
の
研
究
は
こ
れ

皇
ま
で
イ
ン
フ
ラ
の
復
旧
な
ど

砂
を
中
心
に
な
さ
れ
て
き
た

柏
が、
同
研
究
所
は
「
人
間
復

興」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に、
被

者
の
生
活
を
支
援
す
る
法

シ

平
成
二
十一
年
度
を
め
ど

に、
被
災
者
個
々
の
立
ち
直

＼
 

に
つ
い
て
の
基
本
原
則
な

0

.

讐
興」
を
ギ
l
プ
に
『一

人
文・
社
会
科
学
の
視
点

で、「
す
ま
い」
「
四
ら
し」

「
心」
な
ど
の
研
究
を
進
め、
―

5
年
後
を
め
ど
に
「
災
害
復

興
基
本
法」
を
提
案
す
る。

顧携
わ
っ
た
N
G
0
代
表、
公

務
顕、
弁
護
士
ら
を
研
究
異

と
し
て
招
い
た。
来
年
2
月

12
日、
震
仙
普
巽
岳
（
長
崎

墨、
三
宅
島
（
東
京
都）
、

新
潟
県
中
越
地
農
の
被
災
者

に
よ
る
交
流
会
を
開
く
ほ

か、
5
月
に
は
全
自
治
体
を

対
象
に、
住
宅
共
済
制
度
や

市
町
村
合
併
に
伴
う
防
災
ヘ

の
影
醤
な
ど
を
尋
ね
る
ア
ン

阪
神
大
震
災
で
学
生・
教
ケ
ー
ト
を
実
施
す
る。

冒

翡
人
が
犠
牲
に
な
っ

11に
就
任
予
定
の

尉

た
関
西
学
院
大
（
西
宮
市）

浩
二
郎
社
会
学
部
教
授
は

は
20
日、
農
災
10
年
と
な
る
「
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
を

来
年
1
月
17
日
に
開
設
す
る
越
え、
関
連
資
料
や
人
材
が

「
災
害
復
興
制
度
研
究
所」

集
ま
る
場
に
し
た
い」
と
話

の
概
要
を
発
表
し
た。
「
人
し
て
い
る。
【
坂
口
裕
彦】

来
年
の
1
月
17
日
は
阪
神・

淡路k
震
災
か
らち
ょ
う
ど
10

年

となる，
こ
の
日、
関
酉
学

院
大
学
は
覗火
なと
の
自
然
災

害
か
ら
の

被災地
の
復
興プ
ロ

セ
ス
を

懇ソ返り、
災
笞
獨〖

咄
度
に
つ
い
て
研
究・
捉
言
す

る
「
関
西
学
院
大
学
災
芭
復興

制

度研
究
所J

タニ念字
共
用
探

2
階
に
開
設
す
る。

研
究

所では
人
文料

学と社

会
科
学

を中心と
し
た
ア
プ
ロ

ー
チ

盆恋
こ
と
に
よっ
て、

①
「
復
興」
の
迪
念`
②
マ

ら
し」
の
復
輿`
＠
「
ま
き

の

復興、
④
「
す
ま
い」
の
復

輿、
⑤
「
こ
こ
ろ」
の

勾製に

関
す
る

器棗制
度
の

9

行
う。

土だ、
関
西
学
院
大
学
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H
紀
C
O
E
プ
ロ
グ
ラ
ム

更

類の幸福に姿するt釜

調
廷
の
研
究

とも速g
し

てい
る。嬰

に
先
立
ち、
今
年
の
1

月に
は
「
災
宙
復
興制
度
研
究

プロ
ジニ
ク
ト]

を発足
し、

災
塁
災
地
で
の
聞
さ

取り誨

「
被
災
者
（
地）
京
任」
と
い

l

棗
で
「
神
戸
か
ら
来
た」
と
言

つ
言
葉
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か

で
し
た
ね」
と
話。

設
住
宅
の

環塊
が

悪
い」
「
被
災
者
支
援
の
法
律
が

う。

磁災の
様

子
を
化
さ
せ
な

な
い」
と
続

け
る
と、
「
ま
だ
そ

ん
な
こ
と
を」
と

言
わ
れ
て
し
ま

て、
兵
庫
県
西
宮
市
の
N
P
O
が

後
世
に
伝
え
る
宜
任
が
あ
る
と
し

つ
く
っ
た
言
葉
で
す。

演

材
を
続
け
て
き
ま
し
た。

国
の
復
興

畜の
特
徴 は

「
特．．

講
調
 

そ
の
物

羹給主
付
主

査、
月
例
の
研
究
会
な
ど、
調

至・
研
究
を

近めてき
た。
そ

の
成
果
が
1
典
の
本
『
災
害
復

輿
i
阪神・
淡
路大
震
災
か
ら

10
年』（
大
学
出

版会）
に
ま
と

め

られる。
所
長
に

就任す
る

宮
魯
二
郎
副
学
長
は

「社会

和
学
系で
は
金
国
初
の
災
害
研

究所

四闘全
に
ふ
さ
わ
し

い

復興制
度を
研
究、
装
―写し

て
い

農
い。

キだ、
瑕
在
の

人
文・
社
会
科
学
を
再編
成
す

るよ
うな
本
格
的
な
研
究
を
し

て
い
き
た
い」
と
語
っ
て
い

る。

山中茂樹・編集委員

ひ
と

被
災
者
へ

時
々
に
し
か
行
わ
れ
ま
せ
ん。
雲

仙
普
賢
岳
（
長
崎
県）
の
噴
火
災

害
で
は、
旧
国
土
庁
に
よ
る
食
事

―

― 
は
毎
日
1
人
千
円
げ
ま

す
よ」
供
与
事
業
が
あ
っ
た。
「
避

難
中

と
い
う一
時
的
な
事
業
で
す。

定
着
す
れ
ば
良
か
っ
た
の
で
す

が、
有
珠
山
の
時、
国
は
口
に
し

な
か
っ
た。
園
土
庁
の
担
当
官
に

霞
話
し
て
「
な
ぜ
や
ら
な
い
の
で

関
西
学
院
大
に
新
設
さ
れ
る
災
害
復
興
制
度
研
究
所
で
所
長
に
就
く

す
か」
と
聞
く
と、＇
「
巽
仙
で
は

仮
設
住
宅
に
台
所
が
な
か
っ
た」

と
言
う。
雲
仙
の
人
は
「
何
言
っ

て
る
ん
だ。
台
所
は
あ
っ
た
ぞ」

砂◇

と
言
い
ま
す。
—

の
恒
久
法
整
備
を

現
物
給
付
主
義
は、
お
金
で
は

な
く
現
物
で
渡
す
と
い
う
こ
と
で

す。
被
災
者
は、
避
難
所む
ら
仮

設
住
宅、
復
興
公
営
住
宅
に
移
り

ま
す。
仮
設
か
ら
復
興
住
宅
ま
で

に
か
か
る
お
金
は、
1
人
当
た
り

2
千
万
円
を
超
え
る。
現
金
で
く

れ
た
ら
簡
単
に
住
宅
再
建
が
で
き

ま
す。阪

神
大
醗
災
で
は、
郊
外
の
復

興
住
宅
で
高
齢
者
の
孤
独
死
が

ど
ん
と
ん
出
て
い
ま
す。
地
域
の

．、
あ
り
が
た
さ
は
「
イ
ワ
シ
余
っ
て

F

個
人
の
生
活
再
建
な
く
し
て

裂
興
は
あ
り
え
な
い。
現
行
支
捩

策
の

不備
を
洗
い
出
し、
5
年
後

に
は
災
害
彼
興
基
本
法
案
を
世
に

問
い
た
い」
。

阪神
大
震
災
か
●

17
日
で
10
年。
節
自
の
日
に
新
設

さ
れ
る
研
究
所
の
所
長
と
し
て、

こ
ん
な
自
概
を
掲
げ
て
い
る。

砕
ら
し
の
再
生
や
心
の
ケ
ア。

さ
ら
に
万一
に
備
え
た
災
害
基
金

の
提

密季Jo

取
り
組
む
課
臨
は

幅
広
い。
社
会
学者
と
し
て
自
ら

も
研
究陣
に
加
わ
る
が、
「
現
実

に
即
し
た
生
き
た
学
問
を
自
指

す。
ス
マ
ト
ラ
沖
大
地
製
の

現褐
か
ら
も
学
び
た
い」
と
い
う。

兵
庫
県
西
宮
市
の
同
大
学
で
は

23
人
の
学
生・

認齊冠

靡
に

な
っ
た。
自
身
も
神
戸
市
の
マ
ン

シ
ョ
ン
で
被
災。
部
膠
に
皿
の
破

片
が
散
ら
ば
っ
た。
食
べ
物
や
水

の
確
保
な
と、
自
分
を
守
る
だ
け

で
籾
い
つ
ば
い
だ
っ
た。
家
の
外

で
は、
消
防
隊
只
や
自
衛
隊
只
ら

が
手
際
よ
く
動
い
て
い
た。

学
生
た
ち
に
こ
ん
な
体
験
を
語

る
と
き、
自
戒
を
込
め
て
説
い
て

い
る。
「
社
会
口
献
を
す
る
に
も

実
力
が
必
要。
腕
を
麿
こ
う」

東
大
か
ら
大

蔵省
へ。
米
国
の

m

即

彰
『一

即

さ
ん

(

48
)

心
杓

る
か
ら
持
っ
て
帰
り」
「
ご
飯
食

べ
て」
と
い
う
会
話
が
あ
る
こ
と

で
す。
復
興
住
宅
で
は、
そ
れ
が

行
政
サ
ー
ビ
ス
に
箆
き
換
え
ら

れ、
自
活
機
能
を
失
っ
て
し
ま

ぅ゚
救
翁
主
義
は、
落
ち
る
と
こ
ろ

ま
で
落
ち
た
ら
助
け
ま
し
ょ
う、

と
い
う
も
の。
98
年
の
被
災
者
生

活
再
建
支
援
法
で
は
「
こ
れ
以
上

は
少
し
も
豊
か
に
し
な
い
ぞ」
と

細
か
く
厳
重
な
縛
り
が
あ
り
ま

す。
あ
ま
り
に
厳
密
で
は
災
害
を

乗
り
切
れ
ま
せ
ん。

国
の
根
幹
は
「
私
有
財
産
は
自

己
寅
任。
個
人
の
被
害
回
復
に
税

金
は
投
入
し
な
い」
と
い
う
考
え

方
で
す。
こ
の
考
え
方
を
打
ち
破

ら
な
い
限
り、
現
状
は
変
わ
り
ま

せ
ん。関

西
学
院
大
は
1
月、
災
害
復

興
制
度
研
究
所
を
創
設
し
ま
し

た。
私
は
4
月
か
ら
こ
の
研
究一

の
教
授
に
な
り
ま
す
が、
5
年‘

け
て
災
害
復
興
基
本
法
を
提
案｝

る
予
定
で
す。

学
者、
自
活
体、
被
災
者、｝

P
O
が
み
ん
な
で
知
恵
を
出
し^

う。
例
え
ば、
民
事
再
生
法
の‘

う
に
被
災
者
再
生
法
が
で
き
な

か。
義
援
金
と
か
宝
く
じ、
一

艇、
競
輸
の
お
金
を一
部
プ
ー一

し
て
災
害
フ
ァ
ン
ド
を
作
れ
な

）。ヵ
ー．．
 日
本
列
島
は、
2
千
の
活
断一

と
1
0
8
個
の
活
火
山
が
あ
り`

台
風
が
年
間
10
個
も
来
る
災
害i

島
で
す。
こ
こ
50
年
で
東
海、一

南
海、
南
海
の
大
き
な
地
鰈
がi

き
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す。

そ
れ
な
の
に、
特
例
瘤
四
し‘

な
い。
日
常
シ
ス
テ
ム
に
桓
久i

を
組
み
込
む
た
め
の
識
論
を
す―

時
期
に
来
て
い
ま
す。

大
学
院
に
派
迪
さ
れ
て
社
会
学
を

修
め
た
が、
政
策実
務
よ
り
社
会

の
あ
り
よ
う
を
突
き
詰
め
た
い
と

学
者
へ
の
転
身
を
決
惹。
30
歳
で

oo
学
大
の
教
只
公
邸
に
応
じ
た。

被
災
地
に
は
今
も
二
重
ロ
ー
ン

に
苦
し
む
人
や

孤独
死
す
る
高
齢

者
が
い
る。
「
外
見
は
複
興
し
た

が、
人
に
自
を
凝
ら
せ
ば
船は
深

い」
。
研
究
所
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ

ー
ズ
は
「
人
の

複興」
。
2
月
に

新
潤
県中
越
地
震
の
被
災
者
ら
を

招
き、
体
験
を
語
っ
て
も
ら
う。
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